
授業科目名 担当講師名 対象学年 

疾病と治療Ⅱ 内分泌 福留 琢哉 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義 （１０） 教室 前期  火曜日 ４限目 

実務経験 本科目は、医師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 内分泌と代謝疾患を学び、慢性疾患の特徴と自己管理の方法を学習する 

到達目標 内分泌と代謝疾患の病態と検査、治療について理解することができる。 

事前学習  

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 内分泌・代謝の構造と機能、ホルモン、フィードバック機構 

２ 
内分泌疾患（甲状腺機能亢進症、プロラクチン産生腫瘍、先端肥大症、尿崩

症、ADH 不適切分泌症候群）原因と症状、検査、治療 

３ 糖尿病の分類と治療、合併症 

４ 
脂質異常症、肥満症、尿酸代謝異常の症状と治療、糖尿病、メタボリックシ

ンドロームの診断 

５ まとめ、終講試験 

履修上の要件 解剖生理学 病気とメカニズム 

テキスト、教材、 
参考書 

系統看護学講座専門Ⅱ 内分泌・代謝 成人看護学 6 医学書院  
系統看護学講座専門基礎 病理学 医学書院                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

成績評価の方法 筆記試験 循環器 腎泌尿器を併せて疾病と治療Ⅱの単位とする。 

備考  

 


